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Abstract: The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology previously announced 
new Courses of Study that will be implemented on April 1, 2020.
The current study conducted a survey on how students in a teacher training course felt about 
teaching the subject of Music and their awareness of Standard Singing Teaching Materials. Based 
on those results, this study discussed issues with the teaching of music education at a teacher’s college 
and ways in which music education can be taught to alleviate teacher trainees’ anxieties and unease. 
Survey participants were students at such a college who were taking courses to obtain a license to 
teach elementary school.
Results indicated that many teacher trainees had unease and anxiety about teaching a Music course. 
Moreover, the vast majority of students were not only anxious about technical aspects such as playing 
piano and singing but were also anxious about curriculum development and methods of instruction and 
learning objectives (e.g. “What should students learn in Music?”). A system of specialized training in 
primary education has been instituted over the past few years, and assigning specially trained teachers 
should have a profound educational benefit since Music requires more technical expertise than other 
subjects. However, not every municipality can teach Music, and elementary school teachers need to be 
able to teach every subject in principle.
The fact that students in a teacher training course and some current elementary school teachers are 
unable to overcome their unease with teaching Music warrants immediate attention. The current 
authors hope to suggest the role that music education should play in the future and the direction that 
it should take.
要旨： 文部科学省より，平成 32年 4月 1日より実施される新学習指導要領が告示された。
本研究では，教員養成課程における学生の「音楽」教科を指導することへの印象と，「歌唱共通教材」
の認知度についての調査を行い，それらを基に，教員養成課程における現在の小学校音楽科教育の課題
と，不安や苦手意識を改善していく音楽教育の授業実践の在り方について考察する。対象は，本学の小
学校教員免許を取得できる科目を履修した学生に限定し，質問紙法によって実施する。
その結果，現在の学生においても「音楽」教科に対し，苦手意識と不安を抱いていることが示された。
また，ピアノや歌唱といった技術面に関する不安だけでなく，授業展開や「音楽で何を学ばせれば良い
のか」といった指導法や学びに関する不安を抱いている学生が，最も多いことが明らかとなった。近年，
小学校教育では専科制度が推進されており，他教科に比べ技術的な専門性を必要とする音楽科におい
て，専科教員の配置は非常に高い授業効果をもたらすことが期待されている。しかし現状は，すべての
自治体が導入できているわけではなく，小学校教員には全科目の指導が原則的に求められている。
本論文では，教員養成課程における学生や，現役の小学校教員の中でも苦手意識が強い科目と言われ
る「音楽」に対し，苦手意識を脱却できていないこの現状に警鐘を鳴らすべく，今後の音楽科教育が果
たすべき役割と方向性を示唆していきたい。
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を愛好する心情と音楽に対する感性を育むととも
に，音楽に親しむ態度を養い，豊かな情操を培う。
また，中央教育審議会答申では改訂における学習指
導要領の改善及び方策について，以下の 6点を挙げて
いる 3)。
①　「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・
能力）
②　「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義と，教科等間・
学校段階間のつながりを踏まえた教育課程の編成）
③　「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成
と実施，学習・指導の改善・充実）
④　「子供一人一人の発達をどのように支援するか」
（子供の発達を踏まえた指導）
⑤　「何が身についたか」（学習評価の充実）
⑥　「実施するために何が必要か」（学習指導要領等の
理念を実現するために必要な方策）
上記で，筆者が特に重要視するものとして，②，④，
⑥を挙げる。何故なら，子どもが「何ができるように
なるか」を実践するには，教師による「できるように
なるにはどう指導すべきか」という，学ぶことの意義
を踏まえた指導が必要となってくるからである。音楽
は，子どもの発達や育成に多大な影響を与えることの
できる科目であり，音楽を愛好する心情や，活動を通
して情操を育むことなど，小学校の音楽科がもたらす
役割は大きいと考える。また教師側は，音楽表現の工
夫における技能を身につけることが必要であり，これ
らは学習指導要領における音楽科の教育目標からも明
らかである。
小学校の音楽科では，教育内容として「A表現」（「歌
唱」，「器楽」，「音楽づくり」）と「B鑑賞」の 4つの活
動がある。この 4つの活動を通して，「知識及び技能」，
「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間
性等」の 3つを育成していかなければならない。音楽
科における「知識」は，単に音符や休符，音楽記号の
役割や名称など，音楽的知識だけを指しているのでは
ない。子どもの学習過程において，音楽を通して感性
を働かせ理解することで，より生活を明るく潤いのあ
るものにする態度と習慣を身につけることも，「知識」
の一つである。従って教師は，指導法や評価規準が「音
楽を味わって聴く」といったように，専門性のある表
現で書かれることの多い音楽科の学習指導要領の内容
1．緒　　言
近年，小学校における「音楽」教科（以下，「音楽
科」と記す。）を取り巻く環境は，授業数の削減や専科
教員の配置など，様相を呈する変革の時となっている。
音楽科の専科教員の配置は，質の高い授業効果をもた
らすことが期待されており，子どもたちは「より音楽
的な指導が受けられる，CD等の音源ではなくピアノ
演奏による生の音楽に触れることができる」など，専
門性の高い音楽的な授業を受けることが可能となる。
しかし現状では，財政難の理由などから，全ての学校
や自治体が導入できているというわけではなく，原則
として小学校教員には全科目指導が求められている。
この財政難による教員の質の低下や減少への懸念に
関して，株式会社ベネッセコーポレーションでは経済
協力開発機構（OECD）の「図表でみる教育」の調査
を基に，「先進諸国が経済発展のために教育投資を増や
し，その一環として優秀な教員を集めようと給与増を
図ったのに対して，日本では自治体の財政難により，
一般公務員と横並びで教員給与を削減したため」と指
摘している 1)。
このため，教職を志望する人材の減少や，積極的な
教育方針の転換に踏み切れないことなど，教育現場に
おいての弊害が生じていると考える。
文部科学省は，平成 29年 3月 31日に，2年間の移
行期間を設け，平成 32年 4月 1日から全面実施される
小学校学習指導要領を告示した。新学習指導要領では，
現行の学習指導要領から「知識及び技能」，「思考力，
判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の
3つについて，より詳細に示し，資質・能力の育成に
当たっては，「音楽的な見方，考え方」を働かせて学習
活動に取り組めるようにする必要性を示した。
新小学校学習指導要領音楽編第 1節音楽科の目標は
次のとおりである 2)。
表現及び鑑賞の活動を通して，音楽的な見方・考え
方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わ
る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解す
るとともに，表したい音楽表現をするために必要
な技能を身に付けるようにする。
（2） 音楽表現を工夫することや，音楽を味わって聴く
ことができるようにする。
（3） 音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽
Key words: music education, common teaching materials for singing, devising musical expression, 
practical teaching skills
キーワード： 音楽科教育，歌唱共通教材，音楽表現の工夫，実践的指導力
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年 3曲ずつが指定され，教材には唱歌や日本古謡の楽
曲が主とされた。現行の各学年 4曲の指定になったの
は，平成元年告示からである。しかしこの時は各学年
4曲ずつの指定になったものの，その中でも取り上げ
るべき曲数に関しては，低・中学年が 12曲（各学年 4
曲中 3曲），高学年に関しては平成元年告示が 6曲（各
学年 4曲中 3曲），平成 10年告示が 4曲（各学年 4曲
中 2曲）を取り扱うこととなった。さらに平成 20年の
告示からは，低・中学年が 16曲（各学年 4曲中 4曲），
高学年は 6曲（各学年 4曲中 3曲）と変更された。
歌唱共通教材の意義や扱う曲数に関して，文部科学
省では以下のように述べている 4)。
「歌唱共通教材を設けている意義は，我が国で親しま
れてきた唱歌や童謡，わらべうた等を，子どもから
お年寄りまで世代を超えて共有できるようになるこ
とにあります。また，我が国で長く歌われ親しまれ
てきたうたを取り扱うことは，我が国のよき音楽文
化を受け継いでいく意味からも大切です。そのよう
なうたが更に取り上げられるように，これまで各学
年ごとに 4曲示してきた楽曲の中から，第 1学年か
ら第 4学年までは 4曲すべて（現在は 4曲中 3曲）
を取り扱うこととし，第 5学年及び第 6学年は 4曲
中 3曲（現在は 4曲中 2曲）を含めて取り扱うこと
としました。」
また，歌唱共通教材に指定されている楽曲は，ヨナ
抜き音階 注 1)を使用した比較的容易な音楽構成のもの
をよく理解し，子どもに還元していくことが必要とさ
れている。
このように小学校の教員養成大学では，各教科の学
びを学修する必要があるが，音楽科においては，ピアノ
演奏での伴奏技能の習得が必要とされていることなど
から，ピアノに苦手意識を持つ学生が多く散見される。
また，現役の小学校教員の中にも苦手意識を持つ教師
が存在することの報告事例もあり，実技科目である音
楽科の専科教育が普及している側面が見え隠れする。
そこで音楽科の 4つの活動のうち，先ず「歌唱」が
挙げられていることに注視した。歌唱の活動は，単に
歌を歌うことだけではなく，歌詞に触れ，その意味を
理解した上で表現することが重要である。この歌唱に
おいては，学習指導要領の中で唯一「歌唱共通教材」
として各学年 4曲ずつ，6学年計 24曲の楽曲が教材と
して指定されており，その価値は極めて高い。だが，
教師による教材としての扱い方には隔たりがあり，そ
こには現代における小学校音楽科教育の課題の本質が
内在している。
2．歌唱共通教材について
小学校学習指導要領音楽編において歌唱共通教材が
初めて設定されたのは，昭和 33年告示昭和 36年施行
のものである。その後 6回に亘る学習指導要領の改訂
に伴い，歌唱共通教材曲は変更されていった。ここに，
平成 32年 4月 1日から実施される新学習指導要領まで
の歌唱共通教材の変遷を表 1に示す。
昭和 33年に告示された最初の歌唱共通教材は，各学
表 1　小学校歌唱共通教材の変遷
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いて指定されていることも配慮の高いものと位置付け
られる。
しかし，この歌唱共通教材の選曲については，平成
以前の改定ではいくつかの変更がなされたものの，平
成元年以降，楽曲や曲数の変更は 1曲もなく，およそ
30年間同一の教材が指定されている。このことについ
て，鈴木ら 5)は次のように述べている。
「子どもにとって好ましい曲であるならば，むしろ残
して当然であるが，これほどまでに世の中の変化が
激しい時代のなかにあり，これに対応した教育のあ
り方が叫ばれている時代に関しては共通教材への反
応は鈍く，全く無風状態であることに疑問を持たず
にはいられない。」
歴史的背景のある唱歌や日本古謡，わらべうたなど，
古来より歌われてきた楽曲を未来に繋げていくこと
は，非常に大切な教育の一つであり，文化としても継
承していく必要があるものだと考える。文語調の歌詞
を通して美しい日本語に触れることは，古き良き日本
の文化を学ぶ意味においても音楽科を超えた学習とし
て適切な教材である。しかし，子どもたちの好みや興
味を惹きやすい教材であるか，子どもたちの学習意欲
を奮い立たせる教材であるかどうかについては，現代
に適しているとは言い難く，改善の余地があると考え
る。これらのことは，後に示す歌唱共通教材における
認知度の調査とも深く関わってくる事案である。
3．研究目的
小学校の音楽科教育についての先行研究は，ピアノ
演奏や弾き歌いの指導法に関するものが殆どである。
また授業実践についての先行研究は，国立大学や一般
など，教育的配慮のなされた教材である。歌唱の活動
は，単に歌を歌うことだけではなく，歌詞に触れ，そ
の意味を理解した上で表現すること，情景を感じ取り
そこから想像することなど，子どもの情操を育む上で
は非常に大切であり，それらの授業実践や表現も様々
な方法が考えられる。
この歌唱共通教材（全 24曲）の歌詞や調性などの音
楽構成による分類と，授業実践における表現の工夫の
例を表 2にまとめた注 2,3,4,5。
学年ごとに歌唱共通教材の楽曲を列挙し，各項目に
沿ってそれぞれの特徴を羅列した。まず上記の表から，
口語調の楽曲が低・中学年に，文語調の楽曲が高学年
に配置されていることが読み取れる。低学年には，歌
詞から情景を読み取り想像しながら歌うこと，拍を感
じながら歌うことが重視され，高学年では，文語調の
歌詞から口語調との違いを感じ，それらを味わいなが
ら歌うことや，楽曲構成を理解して歌うことなどが求
められている。また，小節数を見ても最大で 20小節と
なっており，これらは教科書に掲載されている他の歌
唱教材と比べても決して長くない曲である。1回の授
業の中でまず教師による範唱を聴き，その後歌うこと
や，イメージを発表し合うことなどの表現による展開，
そして最後に斉唱や合唱をするというように，複数回
に渡ってその楽曲を扱うことのできる長さが可能と
なっている。さらに低学年などで扱う「さんぽ」や，
高学年で扱う「旅立ちの日に」，「翼をください」など
の合唱曲と比較すると，リズムが簡易的であること，
音域が広すぎないことなどが特徴として挙げられ，指
定教材として子どもの発達段階に即した，教育的配慮
の高い楽曲であると言える。加えて，音楽を専門とし
ない教師にとっても，歌唱における教材の選択を一か
らすることは，非常に難解なことであり，各学年にお
表 2　小学校歌唱共通教材における楽曲構成と表現方法の一例
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うな印象を抱いているかを，質問紙法により調査を
行った。調査対象とした X大学では，体育を専門とす
る学生も小学校教員志望者は，全科目の「教科教育法」
を学修しなければならない。配属される小学校によっ
ては，専科教員が配置されておらず，全科目を指導す
る場合もあり得る。そこで将来的に小学校教員となっ
た際に，音楽科を指導することへの印象調査を実施し
た。また，木村ら 9)の調査結果と比較・考察したいた
め，音楽科を授業することへの印象について以下の選
択肢 4つを用い，その理由を自由記述とした。
なお本調査は，日本体育大学ヒトを対象とした実験
などに関する規定に基づき，倫理審査委員会の承認を
得た。（承認番号：第 018-H135号）また，調査者に対
しては，説明を行い，同意を得た上で実施した。
［対象］：X大学　小学校教員養成課程
［科目］：「初等音楽」および「初等音楽科教育法」
［対象人数］：計 283名
［時期］：平成 30年 9月実施
［方法］：質問紙を配布。選択および記述式にて回答。
［内容］： 1 ．小学校で指導していく教科で，不安な教科
を教えてください。（複数回答可）
〈選択肢〉
［国語，社会，算数，理科，生活，音楽，図
画工作，家庭，体育，道徳，外国語］
2． 教員として音楽科を指導する上での印象を
以下の選択肢から一つを○で選び，またそ
の理由も教えてください。
〈選択肢〉
① 音楽は好きで，授業もできる自信がある
② 音楽は好きではないが，授業はできる自信
がある
③ 音楽は好きだが，授業ができる自信はない
④ 音楽は好きではないし，授業もできる自信
はない
〈理由〉自由記述
4-2．調査結果
調査内容 1．についての選択肢の教科は，学習指導
要領に記載されているものから抜粋し，結果を表 3に
示した。
調査内容 2．については結果を表 4に示した。
4-3．自由記述の概要
調査内容 2．における自由記述の回答内容を以下の
表 5に示した。記述の中からキーワードとなる言葉を
分類し，a：ピアノや歌など実技に関する記述，b：音
楽知識や指導法に関する記述，c：その他の記述，とに
項目を分けて検証する。
の私立大学での教員養成課程の学生を調査対象とした
鈴木ら 5)，石井ら 6)，山本 7)が行った歌唱共通教材のも
のがある。もっとも，音楽科における実践研究は僅少
であり，引き続き，広範にわたる年代での調査や，様々
な教員養成大学での研究報告など，多方面での調査の
継続と結果が必要とされている。数少ない研究の中で
も，鈴木ら 5)は，国立大学教員養成課程の学生だけで
はなく，現役の小学校教員にも歌唱共通教材の履修度
と記憶の調査を行っており，その調査結果から，歌唱
共通教材の認知度に大きな差があることを示唆してい
る。歌唱共通教材は，学習指導要領において唯一指導
すべき教材として楽曲が具体的に指定されており，そ
の歴史も長く，極めて重要な教材である。
一方，高久 8)は音楽科の専科教育に焦点を当て，音
楽を苦手とする教師が多い現代において，速やかに小
学校での専科教育が推進されていくべき，ということ
を訴えており，木村ら 9)は，音楽科の指導に不安を抱
える教師が多いことを現場の「声」とともに報告して
いる。この木村ら 9)の調査では，現役の小学校教員へ
の音楽科の授業の指導についての質問調査で，14項目
の質問内容を用いており，音楽の授業で困惑している
ことや，教員養成大学時代の音楽関係の授業で学んだ
ことなど，現場の教師が実際に音楽科の授業を経験し
た上での「声」を伝えている。この調査においても，
音楽科を授業することの難しさが指摘されており，苦
手とする小学校教員が多いことは，1959年の山田 10)の
指摘によるものから考えても，長年の課題が，今もな
お解決していないことが浮き彫りとなっている。
これらの先行研究を踏まえ，本論文では本学の小学
校教員養成課程の学生を対象に音楽科を指導すること
への印象を調査し，その苦手意識や不安を具現化する。
また，音楽科の教育内容における 4つの活動の中で，
唯一具体的に楽曲が指定されている歌唱共通教材（全
24曲）についての認知度の調査を実施する。これらの
調査を基に，教員養成課程における現在の小学校音楽
科教育の課題と，不安や苦手意識を改善していく音楽
科教育の授業実践の在り方について探求することを目
的とする。
先行研究から鑑みても，歌唱共通教材のリズムや音
程に関する研究報告はなされているものの，論旨や実
践における技法が十分に確立されていない部分があ
り，筆者はそこに力点を置いた。
4．小学校教員を志望する学生への 
音楽科に関する調査
4-1．小学校教員を志望する学生への音楽科に関する
調査
小学校教員を志望する学生が音楽科に対してどのよ
108
教員養成課程における初等音楽科教育が果たすべく役割について
である。楽曲のジャンルやどの場面において音楽を必
要とするのかなど，人それぞれ違うと思われるが，歌
には歌うこと，そして聴くことの 2つの側面から音楽
を味わうことができる。調査対象とした学生の中には，
毎日の通学時やスポーツ活動時などに，自分の好む音
楽を聴くという学生も多いことなどから，普段の生活
や部活動など様々なシーンにおいて身近に選択し，味
わうことこそが歌唱教育がもたらした一つの成果であ
ると言えよう。
また，自由記述による不安の理由として最も多かっ
たのが，指導法に関するものであった。これまでの音
4-4．考察
上記の結果から，指導していく上で不安だと答えた
教科の中で，一番多かったのは「音楽」であった。加
えて，過半数以上の学生が音楽科に不安を抱いている
ことが明らかとなった。音楽科を指導する上での印象
としては，80％以上の学生が［③音楽は好きだが，授
業ができる自信はない］と回答している。指導や教師
経験が乏しいことなどから，ある程度自信がないと回
答することは予測できたが，音楽が好きだと答える学
生がおよそ 9割近くに達した。これらは，学習指導要
領の目標の中でも謳われている「音楽を愛好する心情」
表 4　「音楽」教科の印象調査（n=283）
表 3　小学校で指導していく上で不安な教材の調査（n=283）
表 5　調査内容 2による自由記述の概要（有効回答数＝290）
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楽科に関する不安の例としては，ピアノ演奏や弾き歌
い，歌の出来不出来など実技や技術面での不安が多く
報告されている。しかし実技や技術面に不安を抱えて
いる学生の他にも，音楽を教科として指導することや，
音楽科で何を学ばせたら良いのか，といった指導法に
関する不安を教員養成課程の段階の学生が抱いてい
る，ということが明らかとなった。
音楽科の授業に対する調査として，木村ら 9)の現役
小学校教員の不安の「声」による報告がなされている
が，もしかすると彼らもまた教員養成課程の段階にお
いて，音楽科に対する不安を抱いていたのかもしれな
い。この調査での質問項目の 1つである，教員養成大
学時代の音楽関係の授業で教えてもらいたかったこと
によると，
「実戦で役に立つことを習いたかった」
「音楽の授業の基本的な流し方というか，授業の流れ
というところからまずそういう基本を教えていただけ
たら，応用にも目がいったのかな」
という意見を述べている。
これからの教員養成大学において，現場に立つ小学
校教員の不安の「声」を把握し，反映させていかなけ
れば，これまでと同じように現場で苦悩する教師を作
り出してしまうことになりかねない。音楽科の学びや
意義について，教師本人が理解できていないのであれ
ば，それらを子どもに教育していくことは不可能であ
る。このまま彼らが小学校教員となれば，今後さらに
専科教員や，音楽科を得意とする教師に依存してしま
う交換授業などが増えていき，ある意味で音楽科が専
門家にしか指導することのできない特別な科目となっ
てしまうことが考えられる。
音楽科が子どもたちに何をもたらすのか，楽しんで学
習するにはどういった指導法があるのかなど，教科の学
びや授業の仕方への指導について，今後さらに検討と
議論，そして実践がなされていかなければならない。
5．小学校教員を志望する学生への 
歌唱共通教材に関する調査
上記の調査からもわかる通り，「音楽で何を学ばせた
ら良いのかがわからない」という不安があることが明
らかとなった。音楽科には「歌唱，器楽，音楽づくり，
鑑賞」の 4つの活動があり，その中で唯一指導すべき
教材が具体化されているものが，「歌唱共通教材」であ
る。指導すべき教材が指定されていることは，音楽を
専門としない教師にとっては非常に心強いものである。
そのため，学生自身の小学校時代の音楽科の授業経験
も踏まえ，歌唱共通教材の認知と経験についての質問
紙調査を実施した。また鈴木ら 5)の結果と比較・考察し
たいため，質問内容を簡略化した上で，項目を用いた。
なお本調査においても，日本体育大学ヒトを対象と
した実験などに関する規定に基づき，倫理審査委員会
の承認を得た。（承認番号：第 018-H135号）また，調査
者に対しては，説明を行い，同意を得た上で実施した。
5-1．小学校教員を志望する学生への歌唱共通教材に関
する調査
［対象］：X大学　小学校教員養成課程
［科目］：「初等音楽」および「初等音楽科教育法」
［対象人数］：計 224名
［時期］：平成 29年度 9～ 12月実施
［方法］：質問紙の配布と歌唱共通教材についての説明
（意義や内容など）を行う。  
その後ピアノ伴奏による歌唱を全曲行い，24曲すべ
てを聴いた上で，回答。
［内容］： 〈選択肢〉
①歌った
②歌ったような気がする
③覚えていない（知らない）
④歌っていない
⑤歌っていないが，知っている
5-2．調査結果
ここでは認知しているか，していないかを検証する
ため，回答①，②，⑤を「認知・経験している」，回答
③と④を「認知・経験していない」，として検証する。
その他に関しては，無回答や複数回答したものとする。
結果を表 6に示した。
5-3．考察
以上の調査によって，「認知・経験していない」と答
える学生がおよそ過半数に近い割合となった楽曲は，
12曲にも挙がった。これは歌唱共通教材の半分に当た
る。これらの結果となった要因としては，まず対象者
が小学生であった時期の教育制度が考えられる。対象
者は，平成 15～ 22年度頃が小学生の時期であり，学
習指導要領は平成 10年告示平成 14年施行のものであ
る。この時期は，教育政策として「ゆとり教育」への
転換が図られ，評価の切り替えや授業削減等の様々な
変更があった点は考慮すべきだと考える。前述で述べ
た鈴木ら 5)が行った同様の調査と比較しても，調査結
果の下位グループとなった 9曲は，本研究においても
同じように認知度が過半数を下回る結果となった。「認
知・経験している」と答える学生も比較の結果，上位
8曲は同じで，90％を超えたのは，5曲もあった。これ
らのことからも歌唱共通教材への認知度は，曲によっ
て差異が生じており，現在においても歌唱共通教材を
用いた歌唱の活動が十分になされていないこと，また
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由度は大きい。しかし教師が教材研究を避ける傾向に
あるのだとすれば，今後ますます時代に合わない楽曲
や指導しにくい楽曲は敬遠され，疎外されていくこと
が考えられる。鈴木ら 5)の現役小学校教員による質問
紙調査では，
「ごく僅か，小学校教員にも小学校の共通教材を『知
らない』と答えた者がいた。」
と述べている。これは非常に憂慮すべき事態であり，
歌唱共通教材自体の教材的価値の低下に繋がりかねな
い事象である。これからの教員養成課程において，ピ
アノの弾き歌いによる演奏や表現の技術向上に重点が
置かれるのであれば，加えて上記のような教師が増え
ていく懸念がされる。よって今後，教材への知識習得
や教科の意義についての指導を成していくことが，こ
の問題を解決する上で有益なことであると考える。
6．本研究のまとめと今後の課題
本研究では，先行研究に基づき，本学学生を対象と
した音楽科を指導することへの印象についてと，歌唱
共通教材に対する認知度への調査を行うことで，音楽
科における今後の音楽科教育の授業実践の在り方を探
ることを目的とした。調査の結果，教員を志望する現
在の学生においても，音楽科を苦手とする学生が多い
こと，学生の小学校時代の経験を踏まえた歌唱共通教
教員を志望する学生自身も，教材への理解度が低いこ
とが示唆された。
しかし政策的な制限だけではなく，鈴木ら 5)が行っ
た現役小学校教員への質問紙調査からも，「歌唱共通教
材の楽曲が教材として扱いにくい」といった報告がな
されている。本研究においても同じく下位グループと
なった曲の理由をいくつか挙げると，
例） 日のまる（1年生）→時代に合わない，旋律が
難しい，授業以外に歌う機会がない
 かくれんぼ（2年生）→古い，今の子供になじ
まない，盛り上がらない
 冬げしき（5年生）→歌詞が難解（文語調），旋
律に子どもが共感できない
 越天楽今様（6年生）→歌詞が難解，日常性に
乏しくイメージしにくい
という意見がある。
上記で示したような，特に敬遠される傾向の楽曲と
して，歌詞や曲調などが指導する側にとっても難解で
あるということが挙げられる。調査対象者の中にも，
「歌っていない，聴いたことがない」といった意見も聞
かれ，「教材として扱ったものの子どもたちの記憶に留
まっていないことや，教材として扱っていない」といっ
たことも考えられる。教材の選択は，教師自身の判断
に委ねられている部分も多くあり，教材研究の幅や自
表 6　小学校歌唱共通教材における認知度についての調査（n=224）
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事情を考慮してくれる学校もあれば，考慮のない学校
もあることが推察される。文部科学省は，教員に求め
られる資質能力の一つとして，以下のように述べてい
る 11)。
「教育者としての使命感，人間の成長・発達について
の深い理解，幼児・児童・生徒に対する教育的愛情，教
科等に関する専門的知識，広く豊かな教養，そしてこ
れらを基盤とした実践的指導力といった能力がいつの
時代にも教員に求められる資質能力であると考える。」
「実践的指導力」とは省察することであり，省察とは
自身での振り返りや反省することのできる能力のこと
を指す。この省察する能力は，小学校などの子どもと
接する現場には，不可欠な能力である。授業だけでは
なく，学校生活の中においても子どもを注意深く観察
し，子どもの内面を読み取りながら接し方や指導法を
デザインしていくことこそ，省察する能力が必要であ
ると言える。この省察する能力の育成こそ，音楽科教
育法における模擬授業での授業実践が鍵となると考え
ている。
音楽科は，子どもにとって情操を育てる上で極めて
重要な教科である。音楽がもたらす感受する心の様と
いうものは，絶対的な評価や数値化をすることはでき
るものでないし，すべきではないのかもしれない。し
かし音楽科における成果や成長段階が，目に見えにく
いものだからこそ音楽を専門としていない教師にも対
応できるような，様々な視点からの教育的支援が必要
であると考える。
また就学前の子どもにとっては，音楽の学びは「遊
び」である。幼少連携の必要性が説かれている昨今，
小学校の音楽科における学習方法は，音楽遊びからの
一連の流れが些か突発的に感じる。歌唱に関して言え
ば，元気よく声を出し自由に歌っていたものが，小学
校に進学すると，発声の仕方や周りとの声の合わせ方
など，ある種表現することに対して制限された学習と
なってくる。この変化に，音楽学習に拒否反応を示す
子どもが現れることがある。このような子どもを作ら
ないためにも，教師側が音楽表現による工夫を考え，
音楽遊びからのスムーズな学習方法を提案していく必
要がある。
小学校教員が減少している現代において，また音楽
科が変革の時を迎えている現在，専門ではない教師で
も音楽科を指導することができるよう，教員養成大学
が果たすべく音楽科の授業実践での質的向上と，音楽
科教育の課題への取り組みを成していくことが求めら
れる。
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材に対する理解も，楽曲によってばらつきがあること
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つながっていないということが示唆された。音楽科に
とって授業数が削減されてきている現在，この課題に
真正面から取り組んでいかなければ，今後小学校の教
科から音楽科が消えてしまうことも十分にあり得るだ
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小学校教員を志望する学生は，3，4年生で教育実習
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8．注
1) ヨナ抜き音階：日本固有の音階で，五音音階である。
明治時代，階名をヒフミヨイムナ（ドレミファソラ
シ）と称しており，そのうち第 4音のヨと第 7音の
ナを抜いた音階のこと。
2) 陽音階：五音音階の中で半音を含まないもの。
3) 陰音階：五音音階の中で半音を含むもので，陽音階
の対概念として提唱されたもの。別名，都節（みや
こぶし）音階。
4) 律音階：五音音階の一つ。一般的にレ・ミ・ソ・ラ・
シの 5つからなる。
5) ICT：「Information and Communication Technology」
の頭文字をとった略語で，「情報通信技術」。ICT教
育は，文部科学省も推進しており，インターネット
やタブレットなどを教育分野で活用していくこと。
6) アクティブ・ラーニング：学修者が受動的ではなく，
能動的に学ぶことができる学習方法のこと。
7) リフレクション：反省や振り返り，内省，省察のこと。
〈連絡先〉 
著者名：氏家史人
住　所：東京都世田谷区深沢 7-1-1
所　属：日本体育大学芸術学群
E-mailアドレス：f-ujiie@nittai.ac.jp
